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インターバンクの声 （2014 年 10 月 29 日） 
 

昨夜のニューヨーク市場は、アジア市場とロンドン市場が米連邦公開市場委

員会（FOMC）を控えて穏やかな相場展開となった後、序盤は９月の米耐久財

受注と製造業受注が大幅に市場予想を下回ったことからドルは主要通貨に対

し大きく値を下げてしまった。しかし、その後は１０月の米消費者信頼感指

数が７年ぶりの高水準となり、リッチモンド連銀製造業指数も４年ぶりの強

い数字となったことで反発を見せた。米株式市場は、まるで序盤の弱い耐久

財受注や製造業受注はなかったかのように、企業の好決算や消費者信頼感指

数の強い数字に呼応するように大きく値上がりしたが、ドルは序盤の下落前

の水準を回復するには至らなかった。結果的に主要通貨は前日から大幅にレ

ベルを変えることにはなっておらず、後は米 FOMC が債券買い入れプログラム

の終了後、利上げ時期を示すことがない場合に、市場がどういう見立てにな

っていくのかが売り買いの鍵になるだろう。 
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